
法定12項目Ⅰ

トラックを運転する場合の心構え
法定12項目



皆さんが日々運転しているトラックは、貨物
輸送という大変重要な社会的使命を背負って
います。

同時に、トラックが事故を起こせば、その影
響は社会全体に大きく広がります。

トラック運転者の皆さんには、運転が社会や
他のドライバーに与える影響の大きさをしっ
かりと理解し、自覚を持って模範となる安全
運行を心がけることが求められます。

本章では、皆さんがプ
ロドライバーとして持
つべき安全運転への心
構えを改めて整理し、
確認していきましょう。



１-１．トラック輸送の社会的重要性 
 「トラック輸送は我が国の経済を支え、事業用トラックはその主流です。
トラックによる貨物輸送が「社会的な役割」を担っていることを理解し事故を起こした場合には、社会
に重大な影響を与えます。



(1) トラック輸送の社会的に重要な役割 



① 貨物輸送量の約９割を占める



国内貨物輸送量をトン
数ベースで見てみると、
約９割をトラックが占
めており、そのうち、
輸送トンキロなどでは、
事業用トラックが大き
な割合を占めています。

物流の主役は、まさに
トラック輸送です。

出典：「日本のトラック輸送産業現状と課題2023」 （公社)全日本トラック協会

(1) トラック輸送の社会的に重要な役割 ① 貨物輸送量の約９割を占める



出典：「日本のトラック輸送産業現状と課題2023」 （公社)全日本トラック協会

(1) トラック輸送の社会的に重要な役割 

② 物流を支えるトラック輸送

物流の主役である私たちの事
業用トラックは、日本経済を
支える大きな役割を担ってい
ます。



② 物流を支えるトラック輸送



物流の主役である私たちの事業用
トラックは、日本経済を支える
大きな役割を担っています。



(2) トラック運転者の使命



① 物流の現場を支える、トラックドライバー



(2) トラック運転者の使命 ① 物流の現場を支える、トラックドライバー

トラックドライバーの皆さんは、日本経済を
支える、まさに物流の主役です。毎日毎日、
安全に、確実に、そして迅速に荷物を届けて
いただいている皆さんのおかげで、国民の生
活が成り立っています。皆さんこそが、この
国の物流、そして経済を支える原動力です。



② ライフラインを担う重要な役割



(2) トラック運転者の使命 ② ライフラインを担う重要な役割

物流は私たちの生活に欠かせないライフライン
の一つです。地震や台風など大規模な災害が起
こった時には、皆さんの運ぶ荷物が人々の命を
支える緊急物資になることがあります。緊急時
には、国や自治体と協力しながら救援輸送を優
先的に、迅速に行う使命を持っています。

東日本大震災をはじめ、大規模災害が発生した
際には、皆さんトラックドライバーの献身的な
努力が、被災地の人々の命を救いました。皆さ
んが届ける荷物は、まさに命をつなぐライフラ
インです。今後ともその使命を胸に、日本の物
流を支えるプロとして、さらなる誇りと自信を
持って、安全運行に努めてください。

東日本大震災における緊急支援物資輸送活動の記録［概 要 版］より



１-２．トラック事故の社会的影響 
 



① トラックの運転が他に及ぼす影響の大きさ



大きな車体を持つトラックの場合、事故
の規模は大きく、被害者を生むだけでな
く、事故による交通渋滞など社会に及ぼ
します。



トラックの走行距離あたりの交通事故件数を自家用車と比較すると大きく下回りますが、死亡事故
件数はトラックが自家用車より高くなっており、トラックが事故を起こすと死亡事故を生む可能性が
高いことがわかります。運転者１人１人の安全運行に対する心がけが重要であるとの認識を日頃から
醸成しましょう。

自動車運送事業者が事業用自動車の運転者に対して行う一般的な指導及び監督の実施マニュアルより引用
出典：「事業用自動車の交通事故統計」
（公財）交通事故総合分析センター）「自動車輸送統計調査」「自動車燃料消費量調査」（国土交通省)



○トラックの走行距離あたりの交通事故件数を自家用車と比較すると大きく下回りますが、死亡事
故件数はトラックが自家用車より高くなっており、トラックが事故を起こすと死亡事故を生む可能性
が高いことがわかります。運転者１人１人の安全運行に対する心がけが重要であるとの認識を日頃か
ら醸成しましょう。

自動車運送事業者が事業用自動車の運転者に対して行う一般的な指導及び監督の実施マニュアルより引用
出典：「事業用自動車の交通事故統計」
（公財）交通事故総合分析センター）「自動車輸送統計調査」「自動車燃料消費量調査」（国土交通省)

トラックが事故を起こすと死亡事故を生む可能性が高い



事故を起こせば、運転者がドライバーとしての地位を失うばかりか、会社経営にも大きな影響を与える
こととなり、運送業界全体のイメージ低下にもつながりかねないとの意識を共有することも重要です。

事故



② 「事故を起こさない」信念を持つ



トラック運転者は、常に「事故を起こしてはならない」
という強い信念のもとにハンドルを握ることが必要です。



車のハンドルは人生のハンドル

事故を絶対起こさない「安全運転」を全力で行ってください



１-３．交通事故統計 
 



交通事故統計を用いた学びに役立つ統計データー

交通事故統計を用いた学びに役立つ情報は、国土交通省 自動車総合安全情報、公益財団法人自動車事故
総合分析センター、警察庁の保有する統計データ公開などから閲覧することができます。
当講座の資料も、これらの情報を用いて制作しています。

国土交通省 自動車総合安全情報 自動車事故総合分析センター 警察庁



(1) トラックによる交通事故発生状況の推移 



① 人身事故件数及び交通事故死亡者数の推移

(1) トラックによる交通事故発生状況の推移 



トラックの人身事故件数及び
死亡者数は減少傾向にはあります

自動車運送事業用自動車事故統計年報（自動車交通の輸送の安全にかかわる情報）（令和4年）

① 人身事故件数及び交通事故死亡者数の推移(1) トラックによる交通事故発生状況の推移 



いまだトラックが
第一当事者（最も過失が重い）に
なる交通事故が多く発生

自動車運送事業用自動車事故統計年報（自動車交通の輸送の安全にかかわる情報）（令和4年）

① 人身事故件数及び交通事故死亡者数の推移(1) トラックによる交通事故発生状況の推移 



「事業用自動車総合安全プラン２０２５」（国土交通省、
令和３年策定）において、更なる事故削減のための事業
用自動車全体目標、死者数２２５人以下、人身事故件数
１６，５００件

① 人身事故件数及び交通事故死亡者数の推移(1) トラックによる交通事故発生状況の推移 



※「事業用自動車総合安全プラン２０２５」において、
トラック業界に関する目標が以下の通り掲げられています。

1.令和７年までに死者数１９０人以下
2.令和７年までに重傷者数１,２８０人以下
3.令和７年までに人身事故件数９,１００件以下
4.飲酒運転ゼロ
5.令和７年までに追突事故件数３,３５０件以下



② 飲酒運転の推移

(1) トラックによる交通事故発生状況の推移 



出典：警察庁「交通統計」（公）交通事故総合分析センター「事業省自動車の交通事故統計」

２０２４年２月２２日プロドライバーの飲酒運転防止、健康管理・労務管理の
向上による事故防止に関するセミナー 事業用自動車の飲酒運転の状況とその対策についてより引用

トラック運転者による飲酒運転に係
る事故件数は、平成 24 年以降横ばい
の状況が続いており、依然として多
くの飲酒運転が発生しています。

物流の主役を担うプロ運転者が飲酒
運転をすることは決してあってはな
らないとの意識を共有することによ
り、このような状況を変えていく必
要性を伝えましょう。

また、飲酒運転撲滅のために、運転
者同士が飲み過ぎ等のないよう、互
いに飲酒方法に関して注意し合える
関係性を築けるようにしましょう。



第２部

鍵管理 PART2
KFC様鍵管理補足
鍵の取り扱い改善確認

令和6年10月、自動車運送事業者に対する
飲酒・酒気帯び運転等に対する行政処分
の改正強化がありました。

改正案の時点では、令和7年1月からでし
たが改正案のパブリックコメントによる
意向を受け、令和6年10月施行となりまし
た。



第２部

再違反の場合は、200日車

貨物運送事業者において、飲
酒・酒気帯びでトラックを運
転した場合、少なくとも100日
車の処分となります。



全日本トラック協会資料
飲酒運転防止指導マニュアルより引用

飲酒運転者に対しては、懲
役と罰金、また社内懲戒規
定による処分があります。



第２部

鍵管理 PART2
KFC様鍵管理補足
鍵の取り扱い改善確認

全日本トラック協会資料
飲酒運転防止指導マニュアルより引用



全日本トラック協会資料
飲酒運転防止指導マニュアルより引用



全日本トラック協会資料
飲酒運転防止指導マニュアルより引用

解雇
社内懲戒規定による処分は、多くの貨物運送事業者では、就業規則で解雇です



警察庁配布資料より

酒気帯び飲酒についての考え方

道路交通法では、0.15mg以上が禁止に
なっていますが、



アルコール検知器の判定

0mgでなければ
運転できない

国土交通省
アルコール検知器協議会による
基準点を満たしている機器

トラックの乗務基準は、アルコール検知器協議会による「アルコール検知器検定販売ガイドライン」「アルコー
ル検知器検定技術要件」の基準点を満たしている機器で、0mgでなければトラックは乗れません。

血中アルコール濃度の計算、飲酒量（ml）×アルコール度数（%）÷（833×体重（kg)）



アルコールが
体内から抜ける時間



全日本トラック協会
飲酒運転防止マニュアルより



国土交通省 自動車運送事業者における飲酒運転防止マニュアルより

アルコールが体内から
抜ける時間

量×度数÷100×0.8

1単位が20ですのでこ
の計算式の解を20で
割ってでた数字×4時間



1単位4時間
【量(mg)】×【度数÷100】×【0.8】

20ｇ≒1単位

国土交通省 自動車運送事業者における飲酒運転防止マニュアルより



【350×2】×【7÷100】×【0.8】＝39.2

39.2÷20＝1.96 1.96≒約2単位
4時間×2＝８時間

8時間以上

350mgで度数7の酎ハイ2缶の場合は、1.96で約2単位ですので約8時間
個人差がありますが、アルコールが体内から抜けるまで8時間は必要です。



分解にかかる時間は、睡眠中は遅くなり、性別・年齢・体重・体調でも変わります。
水を多くとることやサウナで発汗することでアルコールが早く抜けると考えている人もいますが、汗や尿か
ら排泄されるアルコールはごくわずかで、摂取したアルコールのほとんどは肝臓で分解されるため、血中の
アルコール濃度は変わりません。アルコールが抜ける時間を早めることを考えるよりも、飲み過ぎないこと、
摂取するアルコールの量を控えることが大切です。



国土交通省 自動車運送事業者における飲酒運転防止マニュアルより



(2) トラックによる交通事故発生状況の傾向



(2) トラックによる交通事故発生状況の傾向

① 人身事故は「追突事故」が約半数を占める



国土交通省 物流・自動車局
自動車運送事業用自動車事故統計年報
（自動車交通の輸送の安全にかかわる情報）（令和４年）［第２分冊］
令和4年 業態別、衝突の状態別の衝突事故発生状況より

トラックによる人身事故のうち、
約半数が「追突事故」です



トラック事業者にとって追突事故対策は最重点課題

起こりやすく、損失額も大きい

トラック追突事故は、平均的には「車両が 100 両あれば、1 年に１回（10 両あれば、10 年に 1 回）追
突事故（人身事故）が発生している」という計算（年間追突事故発生率：約 1.1％）となります。例え、過
去数年間、追突事故が起こっていなくても、「大丈夫」とは思わないようにしましょう。



○追突事故防止のポイント（「トラック追突事故防止マニュアル」より）

（１）乗務前点呼で運行管理者とよく話す
（２）十分睡眠をとる
（３）きちんと休む 
（４）車間距離をとる、わき見をしない
（５）乗務後点呼では気づいたことを報告する 
（６）同僚運転者とよく話し合う



交差点

(2) トラックによる交通事故発生状況の傾向

② 死亡事故は、人との事故、
次に 「追突事故」が多い



トラックによる死亡事故のうち、最も多いのが
「人対車両事故」（人との接触事故）、
次いで「追突事故」です。特に人との接触事故の
うちのほとんどが交差点で発生しており、中でも
歩行者・自転車との接触死亡事故の割合が高く
なっています。

横断歩道では自転車や歩行者の有無を確認する等、
慎重な安全確認が大切であることがわかります。

全日本トラック協会
トラック交差点事故防止マニュアルより引用



トラックによる死亡事故のうち、最も多いのが
「人対車両事故」（人との接触事故）、
次いで「追突事故」です。特に人との接触事故の
うちのほとんどが交差点で発生しており、中でも
歩行者・自転車との接触死亡事故の割合が高く
なっています。

横断歩道では自転車や歩行者の有無を確認する等、
慎重な安全確認が大切であることがわかります。

全日本トラック協会
トラック交差点事故防止マニュアルより引用



トラックの交差点事故は、追突事故の約４.５倍、
死亡事故につながります。

トラックによる死亡事故のうち、最も多いのが「人対車両事故」（人との接触事故）、
次いで「追突事故」です。特に人との接触事故のうちのほとんどが交差点で発生しており、
中でも歩行者・自転車との接触死亡事故の割合が高くなっています。

全日本トラック協会：トラック交差点事故防止マニュアルより引用



横断歩道では自転車や歩行者の有無を確認す
る等、慎重な安全確認が大切であることを理
解するとともに、「トラック交差点事故防止
マニュアル」（平成 27 年、全日本トラック協
会）や「トラック追突事故防止マニュアル」
（平成24 年、国土交通省）等を活用し、同事
故防止対策に対する理解を深めましょう



(2) トラックによる交通事故発生状況の傾向

③ 自社や関係地域における事故特性の調査・分析



③ 自社や関係地域における事故特性の調査・分析

 事故の一般的傾向を理解することは重要ですが、
運んでいる荷物や走行する道路、時間帯によって起こりうる事故は違ってきます。
運転者が当事者意識を持って安全対策に取り組めるように自社や関係地域における事故の
発生状況等を、以下の項目を参考に調査・分析し調査項目に合わせた安全対策を講じるよ
う工夫しましょう。

【調査項目例】
・事故の発生件数及び推移

 ・事故原因
 ・車格や積載貨物の品目
 ・天候を含む道路環境
 ・運転者の運転経験や安全に関する教育状況 等



１-４．安全運行の心構え
 



(1) トラックの運転が他の運転者に与える影響の大きさ



トラックは、大きい車体であるがゆえ、強者意
識が募りやすいものです。

幅寄せ、あおりなどの威圧的な運転や嫌がらせ
の運転はせず、強いからこそ相手の立場に立っ
た思いやりのある運転が求められています。



(2) 模範となる運転者としての心構え



① 思いやりと譲り合いの気持ちを持つ
 道路を安全に利用するため「交通ルール」が定められていますが、ルールを守ってい
くためには、お互いの「思いやり」や「譲り合い」の気持ちが不可欠です。



② 油断や過信をしない
 
「毎日通っているから」といった油断や、「自分は運転がうまい」などの過信は、安
全運転の基本を失います。プロであるからこそ、日々の緊張感と、初心を忘れない運転
が必要です。



③ 急ぎやあせりを抑える
急いだり、あせったりしている時には、スピード超過、強引な追越し、一時停止の
無視などの危険な運転をしがちです。気持ちを抑え、安全運行を第一とすることです。



④ カッカしたり、カリカリしたりしない
興奮している状態は、的確な判断力が低下し、強引な運転をしがちです。冷静な気持ちを保つことが、安全運
転に直結します。



⑤ エコドライブの励行
「急」のつく運転をしないなどのエコドライブは、地球環境にやさしいだけでなく、安全運転にもつなが
ります。エコドライブの効果は環境保護、安全確保の両面にわたります。エコドライブを励行しましょう。



トラック運転者は、プロの運転者であるからこそ、模
範となる運転者として、他の運転者の手本となるべき、
安全でマナーの良い運転を心がけなければなりません。

プロとして、模範となる運転を徹底してください。
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